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1　はじあに
　産業革命研究を産業革命の展開にともなう民衆生活の究明に収敏させて行
なうという場合，産業革命の展開による民衆諸層の生活実態の把握がなによ
りも重要である。具体的には明治後期，その前後の時期の農民・漁民などの
農漁村住民，工場労働者・商工自営業者・官民諸機関の雇用者などの都市住
民の生活実態を明らかにすることである。
　これらのうちの工場労働者，都市住民についての文献としては，横山源之
助『日本の下層社会』（1899年）や農商務省工務局r職工事情』（1901～1903
年），内務省地方局r細民調査統計表』（1912年）などがあり，これらに大き
く依拠した研究成果である津田真激r日本の都市下層社会』（1972年ミネル
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ヴァ書房）や中川清r日本の都市下層』（1985年動草書房）などの優れた研
究成果が公刊されている。
　ところで，1911（明治44）年に内務省地方局によって行われた東京市の住
民についての実態調査の結果を刊行したr細民調査統計表』は「細民戸別調
査」などの六つの調査結果からなるが，小論はそのうちの一つの「職工家庭
調査」により，この時期の工場労働者・職人の家庭状況をみようというもの
である。
　なお，この1912年の『細民調査統計表』は，『大正元年調査細民調査統計表
摘要』，r大正拾年施行細民調査統計表』とともに，内務省編・津田真徴解説
『細民調査統計表合朋・』（1971慶応書房）として複刻・刊行された。小論で
はこの合朋・複刻版にもとづき検討していく。以下の諸表はそこに収録され
ている1912年の『細民調査統計表』のうちの「職工家庭調査」にもとづいて
作成したものであり，行論中の原資料とはこの「職工家庭調査」である。
　この「職工家庭調査」は344人の職工とその所帯344についての調査であ
る。凡例に，「職工家庭調査ハ市内二於テ適宜撰択ノ上之ヲ行ヘリ」とある
が，まさに適宜摘出したものであろう。
　所帯主職工の職業は各種の工場労働者の他，大工，左官，石工，瓦屋根師
などの建設職人，理髪，料理人などの職人を含む。職業分類的には，「国勢調
査」の職業分類では，工業部門の化学，金属，機械器具，繊維，皮革，木
竹，飲食物，被服身廻，土木建築，印刷，瓦斯・電力，商業部門の理髪，料
理などである。
　調査所帯数が多い所帯主職工は，諸機械製造職工及其修繕工120人，鍛冶
鋳物及其他金属ノ製造職工48人，大工14人，紡績職工13人，創物樽及桶製造
職工13人，電機i器製造職工及其修繕工12人，針金製造職工及其細工10人，瓦
斯及電灯会社ノ職工9人などである。ここでは，諸機械製造職工及其修繕
工，鍛冶鋳物及其他金属ノ製造職工：，紡績職工，大工，三物樽及桶製造職工
を所帯主とする所帯をとりあげ，全体とこれらについて検討していく。以
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下，機械職工，鍛冶鋳物職工，紡績職工，大工，樽桶職工と表示する。
2　「職工家庭」の家族構成と住居
　（1）　「職工家庭」の家族構成
　第1表に示すように，職工344人を所帯主とする344所帯の家族は870人で，
1所帯平均3．5人である。これを職業別にみると，1所帯家族数は機械職工
所帯は3．7人，鍛冶鋳物職工所帯は3．1人，紡績職工所帯は2．3人，大工所帯は
4．2人，樽桶職工所帯3．3人である。大工所帯のそれが大きいこと，紡績職工
所帯のそれが小さいことが目につく。
　第2表の所帯主の年齢別によると，所帯主職工の年齢は20歳以上30歳未満
159人（46．2％），30歳以上40歳未満132人（38．4％），40歳以上小計46
（12．3％），20歳未満6（1．7％）であるので，平均年齢は30歳代から40歳代
といえる。
　これを職業別にみよう。機械職工は20歳以上30歳未満が58人で，その
48．3％と大きいものの，30歳以上40歳未満がやや小さいが，全体的傾向と同
様の傾向である。鍛冶鋳物職工は，20歳以上30歳未満は21人で43．8％と小さ
いとともに，30歳以上40歳未満も22人，45．8％あり，40歳以上50未満は小さ
いが，50歳以上60歳未満も2人あり，20歳未満かゼロであることとあいまっ
て平均は30歳以上40歳未満となるであろう。大工は20歳未満，40歳以上は全
くなく，30歳歳以上40歳未満が8人，57．1％とその前後が各3人，21．4％で
ここに集中しているところに特徴がある。紡績職工は30歳以上40歳未満の2
人，15．4％が最高齢で，20歳以上30歳未満が10人，76．9％と，20歳未満の1
人，7．7％とあいまって比較的若いことに特徴がある。樽桶職工は20歳以上
30歳未満，30歳以上40歳未満は各4人，30．8％と小さく，それ以上の各層が
いて，平均年齢は最も高くなるであろう。この年齢別では紡績職工と樽桶職
工が対称的であるが，近代紡績工場労働者家庭は形成されてからの年月が浅
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第1表　職工所帯の家族数，同居者数
所帯数 所帯主家族融合
　　1所帯
v平　均@家族数
同居老同居者　　　　同居者のﾌある　　　　ある所帯あたり
梶@帯　　　　同居者数
1所帯
ｯ居丁数
? ? 344 344　1，870 1，214　3．560 111 1．85 0．32
諸機械製造職工
y其修繕工 120 120　　329449　　3．7 19 40 2．11 0．33
鍛冶鋳物及其他
熨ｮノ製造職工 48 48　　　102 150　　3．1
6 9 1．50 0．19
大 工 14 14　　　45 59　　4．2 5 9 1．80 0．64
紡　績　職 工 13 13　　　17 30　　2．3 2 2 1．00 0．15
馴物樽及桶製造E 工 13 13　　　30 43　　3．3 2 8 4．00 0．62
註　　「職工家庭調査」第1表より作成．
第2表　所帯主職工の年齢別
20才まで20才よりR0才まで
30才より
S0才まで
40才より
T0才まで
50才より
U0才まで60才以上合　　計
合　　　　計 （ 　6P．7） 　　159i46．2）
　　132
i38．4）
　　37
i10．8）
　　　8
i2．3）
　　　1
i0．29）
　　344
i100．0）
諸機械製造職工 3 58 43 16 0 0 120
及其修繕工
（
2．5） （48．3） （35．8） （13．3） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 0 21 22 3 2 0 48
金属ノ製造職工 （43．8） （45．8）（6．2） （4。2） （100．0）
大　　　　工
0 　　　3
i21．4）
　　　8
i57．1）
　　　3
i2！．4）
0 0 　　14
i100．0）
紡　績職　工 （ 　1V．7） 　　10i76．9）
　　　2
i15．4）
0 0 0 　　13
i100．0）
剖物樽及桶製造 1 4 4 2 1 1 13
職　　　　工
（
7．7） （30，8） （30．8） （15．4）（7．7） （7．7）（100．0）
註　　「職工家庭調査」第2表より作成．（　）内は構成比．
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く，対称的に職人的な樽桶職工はそれが深い，と推測できる。
　第3表にみるように，所帯主職工344人のうち，未配偶；未婚は26人，
7．6％のほかはすべて既婚であるが，喪配偶＝死別5人，離婚7人で，有配偶
は306人である。そのうち，内縁が81人を占めるが，それは有配偶の26．5％と
なる。庶民家族における内縁関係の多いことが示されている。
　これを職業別にみると，未婚率は機械職工10．8％，樽桶職工7．7％が平均
より大きいほかはすべて小さい。有配偶のうちの内縁は紡績職工は54．5％と
過半が内縁であり，他では大工35．7％，樽桶職人36．4％と大きい。大工，二
丁職工という職人層は内縁が多いが，近代工場労働者である紡績職工にそれ
が最も多いことは注目を引く。
　第4表は家族の内わけを示す。職工所帯344の家族870人は，妻，子女，そ
の他である。妻は306人であるが，ほかに子女は370人とあるので，194人がそ
の他の家族ということになる。子女は学齢未満と学齢に分けているので，こ
の子女とは小学校児童以下をさし，それ以上の年齢を除外しているものと思
われる。学齢未満212人，学齢158人である。194人は児童・未学齢の子女以外
の子女と，それ以外の親，兄弟姉妹などの家族，であると思われる。1職工
世帯は世帯主と妻，そして1．1人の子女，0．5人のそれ以外の家族から成り
立っている。
　これを職業別にみると，機械職工所帯は妻87人，子女144人，その他98人，
鍛冶鋳物職工所帯はそれぞれ46人，49人，7人，紡績職工所帯はそれぞれ11
人，2人，4人，大工所帯はそれぞれ14人，26人，5人，樽町職工所帯はそ
れぞれ11人，13人，16人となる。子女のうち学齢未満，学齢は機械職工所帯
は71人と73人，鍛冶鋳…物職工所帯は28人と21人，紡績職工世帯は2人と0，
大工所帯は18人と8人，樽桶職工所帯は8人と5人である。1所帯は機械職
工所帯は所帯主と妻，1．2人の子女，0．82人のその他，鍛冶鋳物職工所帯は所
帯主と妻，LO人の子女，0．15人のその他，紡績職工所帯は所帯主と妻，1．0
人の子女，大工は所帯主と妻，1．85の子女，0．36のその他，樽桶職工所帯は
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第3表　所帯主職工の配偶状況
?
配 偶 A未配偶 喪配偶 離　婚 口　　計
法律上 内　縁 不　詳 計
合　　　　計 　26i7．6）
　195
q63．7＞
　81
q26．4＞
30 　306
q100．0＞
5 7 　344
i100．0）
諸機械製造職工 13 73 15 13 101 1 5 120
及其修繕工 （10．8） 〈72．3＞ 〈14．9＞ 〈100．0＞ （100．0）
鍛冶鋳物及其他 1 25 8 13 46 1 0 48
金属ノ製造職工 （0．21） 〈54．3＞ 〈17．4＞ 〈100．0＞ （100．0）
大　　　　工 　　0i　0）
　　9
q64．3＞
　　5
q35．7＞
0 　　14
q100．0＞
0 0 　14
i100．0）
紡　績職　工 　　0i　0）
　　5
モS5，5＞
　　6
q54．5＞
0 　　11
q100．0＞
1 1 　13
i！00．0）
劃物樽及桶製造 1 6 4 1 11 0 1 13
職　　　　工 （7．7） 〈54．5＞ 〈36．4＞ 〈100．0＞ （100．0）
註　　「職工家庭調査」第2表より作成．（
　を100とする比率．
）内は合計中の比率，〈　〉内は有配偶
第4表　家族の構成
所帯主 配偶者 子　女 学齢未満 学　齢 その他
合　　　　計 　　344i1．0）
（ 306
O．89）
　　370
i1．08）
（ 212
O．62）
　　158
i0．46）
（ 　94
O．27）
諸機械製造職工 120 101 144 71 73 84
及其修繕工 （1．0） （ 0．84） （1．20） （ 0．59） （0．61） （ 0．70）
鍛冶鋳物及其他 48 46 49 28 21 7
金属ノ製造職工 （1．0）
（
0，96） （1．02）
（
0．58） （0．44）
（
0．15）
大　　　　工 　　14i1．0）
（ 　14
P．0）
　　26
i1．86）
（ 　18
P．29）
　　　8
i0．57）
（ 　5
O．36）
紡績　職工 　　13i1．0）（
　11
O．86）
　　　2
i0．15）
（ 　2
O．15）
0 （ 　2
O．15）
馴物樽及桶製造 13 11 13 8 5 6
職　　　　工 （1．0）
（
0．86） （1．0）
（
0．62） （0．38）
（
0．46）
註　　「職工家庭調査」第1表，第8表より作成．（　）内は1所帯あたり平均．
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所帯主と妻，1．0人の子女，1．23人のその他からなる。紡績職工所帯には子女
が少なく，学齢児はなく，さらに妻・子女以外の家族もないが，先にみた世
帯形成の歴史の浅いことが反映しているといえよう。
　これらの所帯の同居者については第1表に示してある。同居者のある所帯
は60，同居者数111人で，同居者のある所帯の割合は17．4％，1世帯0．32人の
同居者となる。同居者のある世帯の1所帯平均同居者数は1．85人である。こ
れらの職業所帯には同居者があり，機械職工所帯は15．8％，鍛冶鋳物職工所
帯は12．5％，紡績職工所帯は15．4％，大工所帯は35．7％，樽桶職工所帯は
15．8％に同居者があり，1所帯あたりでは，それぞれ0．33人，O．19人，0．15
人，0．64人，0．61人目なる。同居者のある所帯だけについてみると，1所帯
あたりそれぞれ2．1人，1．5人，1．0人，1．8人，4．0人となる。大工所帯には同
居者のある所帯が多いが同居者所帯の同居者は特に多いというわけではない
のに対して，機械職工所帯，樽桶職工所帯では同居者のある所帯の同居者数
は大きい。二二職工は後に職場を自宅とするものがあるが，同居人は徒弟・
見習の類であろうか。
　（2）　「職工家庭」の住居
　まず，原資料第22表によると，344所帯の住居のうち，家賃を支払うものの
合計は336で，それ以外の8は家賃の支払をしない家持である。この家賃を
支払わないものを家持とするとそれは全所帯の2．3％であり，97．7％という
ほとんどが借家である。
　同じく原資丁丁22丁目よると，家賃は，1畳につき最低1～10銭1，最高
1円以上4であるが，45～50銭が69で最：多で，40～45銭67，35～40銭47がそ
れにつぎ，以上で54．5％を占める。1戸の家賃は，最低1～2円が8，最高
15円以上2であるが，3～4円が129で最多で，2～3円が83，4～5円が
46がこれにつぎ，以上で70．5％を占める。
　第5表から第7表によってその住居の状況をみよう。
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第5表 職工所帯の住居の種類
種　類 長　　　屋　　　建 1　　戸　　　建 その他ﾆ
木　造 平　家　2階家　　計 平　家　2階家　　計
　　も
〟@計
合　　　　　計
307 236　　　29　　267
@　　　　（77．6）
27　　　14　　　41
@　　　　（11．9）
　344
i100．0）
諸機械製造職工 103 82　　　12　　　94 12　　　　3　　　15 120
及其修繕工 （78．3） （12．5） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 34 26　　　1　　　28 3　　　　3　　　　6 48
金属ノ製造職工 （58．3） （12．5） （100．0）
大　　　　　工
14 13　　　0　　　13
@　　　　（92．9）
0　　　　0　　　　0 　14
i100．0）
紡　績　職　工
13 12　　　0　　　12
@　　　　（92．3）
0　　　　1　　　　1
@　　　　（7．7）
　13
i100．0）
剖物樽及桶製造 11 7　　　3　　　10 1　　　　0　　　　1 13
職　　　　　工 （76．9） （7．7） （100．0）
註　　「職工家庭調査」第21表より作成．
第6表　職工所帯の住居の室数
1…・室・室・室＆奎薪 室総数 1所帯?ｽり
ｺ　数
合　　　　　計
　57　　　　202　　　　53　　　　18　　　　　　7　　　　　　2　　　　344
i16．6）　（58．7）（15．4）（　5．2）　（　2．0）　（0．58）　（100．0）
754 2．19
諸機械製造職工 21　　　　　69　　　　25　　　　　3　　　　　　1　　　　　　ユ　　　　120 258 2．15
及其修繕工 （17．5）　（57．5）（20．8）（　2．5）　（0．83）　（0．83）　（100．0）
鍛冶鋳物及其他 6　　　　　3ユ　　　　　6　　　　　3　　　　　　2　　　　　　0　　　　　48 108 2．25
金属ノ製造職工 （12．5）　（64．6）（12．5）（　6，3）　（　4，2）　　　　　　　　　（100．0）
大　　　　　工
0　　　　　　11　　　　　2　　　　　0　　　　　　1　　　　　　0　　　　　14
@（78．6）（14．3）　　　　　　　（　7．1）　　　　　　　　（100．0）
33 2．36
紡　績　職　工 　　3　　10　　0　　0　　0　　0　　13i23．1）　（76．9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100．0）
23 L77
剖物樽及桶製造 5　　　　　　7　　　　　0　　　　　0　　　　　　1　　　　　　0　　　　　13 24 1．85
職　　　　　工 （38．5）　（53．8）　　　　　　　　　　　　　　（　7．7）　　　　　　　　　（100．0）
註　　「職工家庭調査」第21表より作成．
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第7表　職工所帯の住居の畳数
3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10　　11　　18　　20　　　合
@　　　　　　　　　　　　　～　　　以?@　　　　　　　　　　　　　17　　上　計
総畳 ！所帯
ｽ均
合　　　　　計 　1　　　6　　10　　45　　50　　69　　72　　21　　54　　　3　　　9　　344i0，27）　（　1●6＞　（　2．7）　（ユ2．2）　（13＿6＞　（18＿8）　（19．5＞　（　5．7）　（1弓＿7＞　（0．82＞　（　2．4）　（100◆0）30688．92
諸機械製造職工
y其修繕工
0　　　2　　　1　　16　　15　　22　　22　　13　　24　　　0　　　5　　120
@（　1＿7）　（0．器）　（13幽3）　（12．5）　（18．3）　（18．3）　（10．8）　（20．D＞　　　　　　　（　4．2）　（100．0）
11449．53
鍛冶鋳物及其他
熨ｮノ製造職工
0　　　0　　　3　　　5　　　8　　14　　　9　　　3　　　5　　　1　　　0　　　48
@　（　6．3）　（10．4）　（16●7）　（29▼2）　（18．7＞　（　6．3）　（10▼4＞　（　2．1）　（　　　0）　（100．0）
413 8．60
大　　　　　工
0　　　0　　　1　　　0　　　2　　　5　　　2　　　2　　　2　　　0　　　0　　　14
@　（7．1）（0）（14．3）（衡．7）（14．3）（ユ4．3）（143＞　（0）（100．0）
120 8．57
紡　績　職　工
O　　　Q　　　O　　　4　　　3　　　0　　　6　　　Q　　　Q　　　O　　　O　　　13
@　　　（30．8）（お．1）　（弱．エ〉　　　　　　（100．0）
99 7．62
三物樽及桶製造
E　　　　　工
0　　　1　　　2　　　3　　　ユ　　　3　　　1　　　0　　　1　　　0　　　1　　　13
@（　7＿7）　（15幽4）　（鴉．1）　（　7＿7）　（器．1）　（　7．7）　　　　　　　（　7＿7＞　　　　　　　（　7．7）　（100＿0）
106 8．15
註　　「職工家庭調査」第21表より作成．
　第5表はその住家の種類を示す。住家は不祥37を除き他はすべて木造であ
る。長屋は267，1戸建41，うち2階建はそれぞれ29，14で，ほかはすべて平
屋である。長屋77．6％，1戸建11．9％，不詳10．8％である。
　第6表はその室数を示す。室数は6室以上2，5室7，4室18と4室以上
が小計27あるが，2室が705で最も多く，1室57，3室53である。室総数754
であるので平均2．2室である。
　その畳数は第7表である。畳総数3，068畳，1所帯平均8．9畳である。広狭
別では，20畳以上9，18畳3，12畳以上17畳未満40があるが，9畳72，8畳
69，7畳50と9畳が最多である。この畳数であるが，これは広狭の単位とし
ての畳数であり，実際に畳が敷かれているかどうかは別のことである。原資
料第21表によると，家の向きは北向64，西北4，東北6と太陽方角のよくな
いものも少なくないが，南向97，東南9，西南6，東向92，で，6割程度は
良い方角ではある。ただし日照条件が良いということではなかろう。
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　以上のことが，住家は4畳半の広さの部屋2室，または6畳と3畳の広さ
の2室の，長屋の，それは平屋で一応は南ないし東向きの，そして北向きも
少なくない借家というのが一般的な住居といえる。
　以上を職業別にみよう。家賃支払の職業別はない。したがって持家を職業
別にみることはできない。住居の種類別は，機械職工所帯は長屋78．3％，1
戸建12．5％，不詳9．2％，鍛冶鋳物職工所帯は長屋58．2％，1戸建12．5％，不
詳29．3％，紡績職工所帯は長屋92．3％，1戸建7．7％，大工所帯は長屋
92．9％，1戸建7．1％，樽桶職工所帯は長屋76．9％，1戸建13．1％である。こ
れらは不詳を除きすべて木造である。鍛冶鋳物職工所帯が長屋が最も小さ
く，多い不詳に1戸建があれば1戸建の割合が高いことになる。
　1世帯あたり室数は，いずれも2室が最多で，その前後である1室，3室
でほとんどを占めるが，大工所帯が2室は11で78．6％で最大で，ついで紡績
職工所帯は2室が10の76．9％を占める。1所帯あたり平均室数は，機械職工
所帯2．15室，鍛冶鋳物職工所帯は3．18室，紡績職工所帯1．77室，大工2．36
室，樽桶職工所帯1．85室である。この紡績職工所帯を除き少数ではあるが室
数の多いものがある。旧来の職人的系譜の者に室数の多いものが稀ではある
がいることが推察できる。
　1世帯あたり畳数は，機械職工所帯は9．53畳，鍛冶鋳物職工所帯はは8．99
畳，紡績職工所帯は7，62畳，大工所帯は8．57畳，樽桶職工所帯には8．15畳あ
る。紡績職工世帯が最も小さい。
3　「職工家庭」の就業
　（1）仕事場と副業
　この所帯主職工の仕事場であるが，原資料第3表は通勤職工と自宅職工に
分ちて把握している。
　通勤職工は313人，自宅職工は27人，不祥4人である。通勤職工が90．7％を
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占めている。自宅職工は，貝殻彫刻5，下駄職・塗師・樽桶職・器具及指物
職・経木職・和洋服縫製各2，車製造職工・コールテン切職・莫大小職・皮
革品製造・菓子製造業・帽子製造職・足袋職・洋傘職・彫物師・羅i宇修繕業
各1である。120を数える機械製造職工，13の紡績職工，12の電機器製造職工
はすべて，48の鍛冶鋳物は不祥1のほかは通勤であり，工場労働者は通勤
で，旧職人に自宅仕事場の者がある。
　同じく原資料第3表には，職工中副業を有する者について示している。そ
れによると，この職工中，副業を有する者は13人にとどまり，不祥82人の他
の249人は副業無しで，大方が本業のみを仕事ととしているのである。副業
とその数，それを行う職工の職業は，旋盤工1：機械職工，仕上師2：機械
職工，瓦斯マントル製造1：錺職，鋸目立1：鍛冶鋳物職工，草煙商1：機
械職工，薪炭商1：機械職工，駄菓子商1：樽桶製造職工，メリヤス仲買
1：下品製造職工，小説貸本1：鍛冶鋳物職工，下宿業1：樽桶職工，三食
賄1：造船職工，車夫2：丁丁職工・菓子製造業各1である。ここでとりあ
げている職業別では樽桶職工の3人，機会職工の2人，鍛冶鋳物職工の2人
が副業をもつが，樽桶職工はその割合が大きいといえる。
　（2）就業の経緯など
　第8表は所帯主職工の職工になった動機を示すものである。所帯主職工
344人の職工となりたる動機は，友人の勧誘50人（14．5％），求職のため46人
（！3．4％），失業のため40人（11．6％），従来の職を厭うて40人（11．6％），職
工を好みて34人（9．9％），父兄の勧告23人（6．7％），生活難19人（5．5％），
手職を覚えるため18人（5．2％），父祖の業をつぐため18人（5．2％），工業の
盛んなるを見て14人（4．1％），などとなっている。父祖の業を継ぐ・職工を
好む・手職を覚える・工業が盛んであるのでなどに積極的な対応をみるが，
ほかは消極的選択とみてよい。
　機械職工は職工を好みて21人（17．5％）が最も多く，ここに新工業への三
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第8表　所帯主職工の職工となった動機
合　　　　　計
諸機械製造職工
及其修繕工
鍛冶鋳物及其他
金属ノ製造職工
大　　　　　工
紡　績　職　工
劃物樽及桶製造
職　　　　　工
欝澱蔵品雛の姦訟饗の霜董の諜生蔽・他不・合・
18　34　14　18　23　50　46　40　40　19　27　15　344（　5．2）　（　9．9）　（　4．1）　（　5．2）　（　6．7）　（14．5）　（13，4）　（11．6）　（11，6）　（　5，5）　（　7，8）　（　4，　4）　（100，0）
　1　21　3　2　5　16　17　10　20　7　10　8　120（O．83） （17．5）　（　2．5）　（　1．7）　（　4．2） （13．3）　（14．2）　（　8．3）　（16．7）　（　5．8）　（　8．3）　（　6，7）　（100．0）
　432455974212　48（　8．3）　（　6．3）　（　4．2）　（　8．3）　（10．4）　（10．4）　（18．8）　（14．6）　（　8，3）　（　4，2）　（　2，1）　（　4，2）　（100，0）
　010070210102　14　　（　7．1）　（50．0）　（14．3）（　7．1）　（　7．1）　（14．3）　（100．0）
　OOOOO8400010　13　　　　　　　　　　（61．5）　（30．8）　（　7，7）　（100，0）
　0　　　3　　　3　　　3　　　1　　　0　　　0　　　0　　　1　　　1　　　1　　　0　13
　　（23．1）　（23．1）　（23，1）（7．7）　（7．7）（7．7）（　7．7）　（100．0）
　註　　「職工家庭調査」第15表より作成．
極対応を最も顕著に見ことができるが，その他は，家事の都合20人
（16．7％），求職のため17人（14．2％），友人の勧誘16人（13．3％），失業のた
め10人（8，3％）となっていて，積極的動機とはいい難いものが多い。鍛冶鋳
物職工は求職のため9人（18．8％），失業のため7人（14．6％），父兄の勧
誘・友人の勧誘各5人（10．4％）と積極的動機はより小さくなっている。さ
らに紡績職工は父兄の勧告が8人（61．5％），求職のため4人（30．8％）とこ
の両者が主な動機であり，上にみた傾向はいっそう顕著となる。大工も父兄
の勧告が7人（50．0％），求職のため2人（14．2％）と同様である。これに対
して桶樽職工は職工を好みて・工業の盛なるを見て・父祖の業を継ぐためが
各3人（それぞれ23．3％）で父祖の後継などの積極的動機が最も大きい。こ
の父祖の業を継ぐは鍛冶職工も大きかったが，旧職人職に見られたであろ
う。
　原資料第！6表によると，344人の所帯主職工が初めて職工となった年齢は，
～10歳が14人，10～20歳が155人，20～30歳が138人，30～40歳が26人，40～
50歳が5人，50～60歳が1人，不祥5人となっている。10～20歳を最多と
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し，20～30歳がそれにつぎ，両者で85、2％を占める。父祖の業を継ぐ，職工
を好みて，父兄の勧告，などにことに10～20歳のウェイトが高く，40～50
歳，50～60歳は失業の結果，求職，などにある。
　同じく原資料第16表によると，現職についた年齢は，～10歳が8人，10～
20歳が98人，20～30歳が160人，30～40歳が34人，40～50歳が9人，50～60歳
が1人，不祥34人である。20～30歳が最多で，10～20歳がそれに次ぐが，両
者あわせて46．5％にとどまる。最初に職工となった年齢と現職の職工となっ
た年齢の差は，この間の遍歴を示唆するのである。
　この初めて職工になった年齢と，現職について年齢の2項については職業
別がないので，職業による特徴をみることはできない。なお，～10歳は10歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　未満，10～20歳は10歳以上20歳未満と解釈する。
　第9表に示すように，これらの職工の現職についてからの経過年は，1年
刻みでは，4～5年が39人（11．3％），5～6年30人（8．7％），3～4年29人
（8．4％），2～3年24人（7，0％），～1年24人（7．0％），6～7年17人
第9表　所帯主職工の現職についてからの経過年数
合　　　　　計
諸機械製造職工
及監修繕工
鍛冶鋳物及其他
金属ノ製造職工
大　　　　　工
紡，績　職　工
断物樽及桶製造
職　　　　　工
～　　1～　2～　3～　4～　5～　6～　7～　8～　9～10～15～20～25年　不詳
1年2年3年4年5年6年7年8年9年10年15年20年25年～
　24　15　24　29　39　30　17　13　3　4　48　35　20　8　344
（7，0　）（4．4）　（7．0　）（8，4）（11．3）　（8．7）　（4．9）　（3，8）　（O．87）　（1，2）　（14．0　）（10．2）　（5．8）　（2．3）　（100，0）
83　10　8　15　86　72　O（6．7　）（2．5）（8，3　）（6．7）（12．5）（6，7）（5．0）　（5．8）　（1，7　）
233　33　55　2　00（4．2　）　（6．3）　（6．3　）　（6．3）　（6，3）　（10，　4）　（10．　4）　（4．2）
　O　　l　　l　　　O　　　O　　I　　O　　　O
　　（7．1）（7，1　）　（7，1）
　OOI　2　512　1　　　（7，7）　（15，4）　（38．5）　（7，7）　（15．4）　（7．7）
　100　112　20（7，7　）　　　　　　　　　（7．7）（7．7）（15．4）（ユ5．4）
o
o
　19　16　2
（15．8）（13，3）（1．7）
　4　　7　　1
O　120
　（100，0）
2　48
（8．3）　（14，6　）（2．1）　（4．2）　（100．0）
3?40
0
o　　　o
1　　7
　（50，0）
o　　　o
　2　　　1　　3
（15．　4）　（7．7）　（23，　1）
O　14
　（100．0）
O　13
（100．0）
O　13
（100，0）
註　　「職工家庭調査」第！7表より作成．
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（4．9％），1～2年15人（4．4％）というあたりに集中している。
　機械職工は4～5年15人（12．5％）を最多とするなど全体的傾向にある
が，10～15年計で19人（15．8％），15～20年計16人（13．3％）は全職工のそれ
ぞれの48人（14．0％），35年（10．2％）より大きく，明治20年代からの者もか
なりあることになる。鍛冶鋳物職工は5～6年，6～7年がともに5人（各
10．4％）でここが最大であるが，15～20年計7人（14．6％），10～20年計4人
（8．3％）のほか20～25年1人，25年以上にも2人（両者で6．3％）があり，
5年未満も各年があるなど，継続年に幅がある。大工は20～25年7人
（50．0％）を最大とし，10～15年2人（14．3％）がこれにつぐなど，長年継
続が多い。樽桶職工もこの大工と類似している。これに対して，紡績職工は
4～5年が5人（38．5％）で最大であるが，最長で7～8年でそれ以上は
まったくいないという点で大きく異なっている。このように紡績職工は比較
的浅い年数に集中している。大工，樽桶職工などの旧職人職は長年経過者が
ある。
　（3）労働時間と労働・休業日数
　第10表に示すように，所帯主職工344人の1日平均労働時間は，10時間が
152人（44．2％）で最多で，ついでユ2時間124人（36．0％），11時間34人
（9．9％）である。8時間未満が4人（1．2％），他方，12時間以上14人
（4．ユ％）もあるが．平均は11時間ほどになるであろうか。
　所帯主職工344人の1ヵ月の平均労働日数は第11表に示すように，28日が
123人（35，8％），26日が85人（24．7％），25日46人（13．4％），27日25人
（7．3％），25日未満24人（7．0％）である。第12表のように，平均休業日は2
日116人（33．7％），4日93人（27．0％），5日41人（11．9％），3日38人
（11．0％）となる。
　原資料第19表により労働日数と労働時間の両方でみると，月28日で1日12
時間が6！人で最大となる。30日で12時間以上というのも1人あるが，月28日
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第10表　所帯主職工の一日労働時間
未満
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！2時間8時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不詳　合　計　　　8時間9時間10時間11時間12時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
合　　　　　計 　4i1．2）　1i0．29）（0，87）
3 152　　　　　34　　　　124　　　　　14　　　　　12　　　　　344
i44，2）　（9．9　）　　（36．0）　（4．1　）　　（3．5　）　（100．0）
諸機械製造職工 1 0 1 48　　　　　　8　　　　　58　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　120
及其修繕工 （0．83） （0．83）（40．0）　　（6．7　）　（48．3）　（1．7　）　　（1．7　）　（100．0）
鍛冶鋳物及其他 1 0 0 15　　　　　11　　　　　20　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　48
金属ノ製造職工 （2．1） （31．3）　　（22．9）　（41．7）　　　　　　　　　（2．1　）　（100．0）
大　　　　　工
0 0 0 　11　　　　　　0　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　14
i78．6）　　　　　　　　　（　7．1）　　（7．1　）　（7．1　）　（100．0）
紡績　職　工 　1i7．7）
0 0 0　　0　　12　　0　　0　　13
@　　　　（92．3）　　　　　　　　　　　　　　　　（100．0）
馴物樽及桶製造 0 0 0 8　　　3　　　1　　　0　　　1　　　13
職　　　　　工 （6L5）　（23．1）　（　7．7）　　　　　　　（τ，7　）　（100，0）
註　　「職工家庭調査」第18表より作成．
第11表　所帯主職工の1ヵ月労働日数
???????????????
28日　29日
　　　30日30日　　　以上
不詳 合　計
ム　　　　計 24　　46　　85　　25123　　8
21 1 11 344
口 （　7．0）（13．4）（24．7）（　7．3）（35．8）（　2．3）（ 6．0）（0．29）（3．2） （100．0）
諸機械製造職工 3　　15　　38　　846　　2 6 0 2 120
及其修繕工 （　2．5）（ユ2．5）（31．7）（　6．7）（38．5）（16．7）（ 5．0）（16．7） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 6　　11　　16　　　68　　　0 1 0 0 48
金属ノ製造職工 （12．5）（22．9）（33，3）（12．5）（16．7）（2。1） （100．0）
3　　1　　1　　0 8　　0 0 0 1 14大　　　　工 （4．4）（7．1）（7．1） （57．1） （7．1） （100．0）
紡績職工 0　　0　　3　　0@　　　（23．1） 　10　　0i56．9）
0 0 0 　　13
i100，0）
剖物樽及桶製造 1　　1　　6　　0 4　　0 0 0 1 13
職　　一　工 （7．7）（7．7）（46．2） （30．8） （7．7） （100，0）
註　　「職工家庭調査」第18表より作成．
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第12表　所帯主職工の1ヵ月休業日数
1日　2日3日　4日5日6日　7日8日9日10日15日不詳難A口　口
合　　　　計 　8　116　　38　　93　　41　　　　9　　　　4i　2＿3）　（33＿7＞　（11．0）　（27．0）　（11＿9）　（　2，6）　（　1．2）　（0．87）　（0．29）3　　1 　4i1．16）　1　　5　21i0．29）（1．5）（6ユ）
344
i1DO．0）
諸機械製造職工 2　　　42　　　13　　　41　　13　　　　1　　　　10　0 0 0　　3　　4 120
及其修繕工 （　1．7）　（蕊．6＞　（10．8）　（鈎．2）　（1Gr8＞　　（0．紹）　　（G．83） （2，5）（3．3） （1DO．0）
鍛冶鋳物及其他 0　　　10　　　　6　　20　　　7　　　　3　　　　10　　0 0 1　　0　　0 48
金属ノ製造職工 （20。8）　（12．5）　（41．7）　（14．6）　（　6．3）　（　2．1） （2ユ） （100．o）
大　　　　工 0　7　0　2　2　　0　　0@（50．0）　　（14．3）（14。3） 0　　0　2i14．3） 0　　0　　1@　　　（7．1）　14i1GO．o）
紡績職工 0　8　2　2　　1　　0　　0@（61．5）（15．4）（15．4）（7．7） 0　0
0 0　　0　　0 　13
i100．0）
刹物樽及桶製造 0　4　0　6　1　　1　　00　0 0 0　　1　　0 13
職　　　　工 （30．8）　　（弱．1）（7，7）（7，7＞ （7．7） （100．D）
註　　「職工家庭調査」第18表より作成．
で日12時間というのがきつい方の典型である。28日で10時間，26日で12時間
というのが平均的イメージとなる。
　これを職業別にみよう。1日労働時間は，機械職工は12時間58人
（48．3％），鍛冶鋳物職工も12時間は20人（41．7％），そして紡績は12時間12
人（92．3％），と12時間が最多である。これに対して大工は10時間が11人
（78．6％），樽桶職工も10時間が8人（61．5％）で，10時間が最多である。大
工と紡績職工とはきわめて対称的である。
　労働日数は，機械職工が全体的傾向と同様であるのに対して，鍛冶鋳物職
工は16人（33．3％），樽町職工は6人（46．7％）が26日が最多で，他方，大工
は8人（57．1％），紡績職工は10（76．9％）が28日に集中している。
　休業日数は，機械職工は2日と4日のウェイトが全体よりさらに大きく，
鍛冶鋳物職工，二二職工が4日のウェイトが大きく，大工と紡績職工は2日
が多い。
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　このような労働時間と労働日の労働の成果である収入であるが，これにつ
いては次の節で検討するが，ここでは労働時間と日給の関連のみを記してお
こう。原資料第20表によると，日給は70～80銭が62人で最多で，50～60銭59
人，60～70銭59人，40～50銭54人で，60銭前後が平均となる。労働時間と日
給の組みあわせば，11時間で50～60銭，ついで10時間で70～80銭というのが
多いゾーンである。以上についての職業別はない。
　（4）家族の就業状況
　この職工所帯の家族で職業ある者は228人である。第13表は職工家族の職
業を示す。その職種は，繊維工場職工42人（18．4％）を最大とし，裁縫職28
人（12．3％），諸機械製造職工及修繕工14人（6．1％），糸繰及糸解職14人
第13表　所帯主職工家族の有業者の職業
工場
E工灘欝灘糠甲羅離藁羅董瞬雲
学童年
N齢以????????
〔お．3〕
合　　　　計 42　28　1414　117　　6　　6　　5 5　　4　　4　　44　228@㈹9
400
（18．4）（12．3＞（6．D（6．1）（4．8）（3．1）（2．6）（2⑤（2．2）（2．2）（1．8）（1．呂）（L8）（1．8）（駆．0＞ 〈100．0＞
〔ce，2〕
諸機械製造職 19　13　12　　4 5　　1　　1　　0 2　　0　　0　　33　　83185工霞割修繕工 （100．0）
（n．o）（15．7）（1㈲（2．4）（4．8）（6．0）（1．2）（12） （2．4）　　　　　（3．6） （3．6）帆9＞〈10eρ〉
鍛冶鋳物及其
ｼ金属ノ製造E　　　　工
　5　　5　　1
i13．9＞（13．9）（2．呂）
　1　　0
i2．8＞
0　　0　　4　　1
@　　　（11．1）（2．8）
0　　0　　0　　0
　〔鴎の
O　　36
@（100．0）
@〈67．9＞
　53
q1DO．0＞
〔ss．7〕
大　　　　工 0　　0　　0 1　　0 0　　1　　0　　0 0　　0　　0　　00　　5@（100．O）
19
伽功 （別．o） ＜肪．3＞ qOO跡
〔69．2〕
紡績職工 8　　0　　0 0　　0 0　　0　　D　　O 0　　0　　0　　00　　9@（100．0） 13
（圏．9） （田の （100．0＞
〔ca，2〕
劇物樽及桶 0　　0　　0 1　　G 0　　0　　0　　0 1　　2　　0　　00　　6 17
製造職工 （100．0）（ILD （11，1＞　（n．2） く託の 〈100．0＞
註「職工家庭調査」第4表より作成．その他とも周東の〔〕内は，所帯数に対する
　比率．
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（6．1％），露店及小売商11人（4．8％），莫大小編物及組物7人（3，1％）など
が上位である。繊維工場，裁縫，糸繰り，莫大小のような繊維関係の仕事が
多い。露店及小売，菓子及茶商，飲食物商などの商売もある。
　この家族就業者228人の職工所帯に対する比率は66．3％となる。しかしこ
の数字は職工所帯の66．3％の所帯に家族就業者がいるということ直ちに示す
ものではない。同一所帯にそれが2人いる場合もあるからである。この職工
所帯の家族には世帯主職工の配偶者と，学齢及びそれ以下の子女を除いたそ
の他の家族員の合計は400人であるが，この228人はこの400人の労働年齢家
族i数の57．0％となるということになる。
　これを職種別にみよう。機械職工所帯には83人，鍛冶鋳物職工所帯には36
人があり，また紡績職工所帯にも9人いる。対所帯数の割合ではそれぞれ
69．2％，85．7％，69．2％，対労働年齢家族数の割合はそれぞれ44．9％，
67．9％，69．2％となり，ことに鍛冶鋳物職工，紡績職工において大きい。こ
れに対して大工，樽桶職工は対所帯数割合は35、7％，46．2％，対労働年齢家
族数割合はそれぞれ26．3％，35．2％と，いずれにおいても小さい。機械職工
所帯，鍛冶鋳物職工所帯，紡績職工所帯のいずれにおいても，多いのは繊維
工場職工，裁縫職で，ことに紡績職工所帯の場合は，9人中8人が繊維工場
職工となっている。その他に機械職工所帯では莫大小編物及組物，露店及小
売商，飲食物商，そして役所給仕がある。鍛冶鋳物職工所帯には草履及鼻緒
職，樽桶職工所帯には木型及曲工木工があるが，後者は家業の一環としての
ものと思われる。
4　「職工家庭」の家計
　（D　「職工家庭」の収入
　まず，得られる収入は日給である。原資料第20表によると，日給の最低
は～30銭4人，最高190～200銭2人であるが，最多は70銭～80銭が62人，つ
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いで50～60銭59人，60～70銭59人，40～50銭54人，80～90銭38人などであ
る。
　第14回目ら第16表によって職工家庭の家計の状況をみよう。
　まず，344職工所帯の所帯主職工の収入をみよう（第14表）。
　344人の1ヵ月収入は，～10円4人，10～15円55人，15～20円97人，20～
25円106人，25～30円40人，30～35円22人，35～40円11人，40～45円4人，
45～50円3人，50円～1人，不祥1人である。20～25円が30．5％で最多で，
つづいて15～20円が28．2％，10～15円が16．0％，25～30円が11．6％とであ
る。344人の平均は22円20銭5厘となる。
　職種別では，機械職工は20～25円が39人（32．5％），鍛冶鋳物職工は15～
20円が！4人（29．2％）と全体を上回るピークをなすものの全体的傾向と同様
で，職工1人目たり平均はそれぞれ22円20銭5厘，22円45銭3厘で，全平均
と近似である。これに対して大工は20～25円が6人（42．9％）であるととも
に，25～30円が4人（28．6％）であって上方にシフトしており，平均は25円
94銭3厘，樽桶職工は15～20円が5人（38．5％）と大きいが，25～30円も4
人（30．8％）と大きくて，これも平均24円67銭7厘と大きい。これに対し
て，紡績職工は15～20円7人（53．8％），10～15円4人（30．8％）で下方にシ
フトしていて，平均16円71銭3厘と小さい。旧職人層は大きく，工場労働者
は小さい。この所帯主職工の職業別賃金の大小は，年齢や勤務年限によるこ
とが大きく作用していると思われ，直ちに職種別の賃金差とはいえないであ
ろうが，このような差はみられる。
　つぎに家族の収入をみよう（第15表）。
　187世帯，全所帯の54．4％に家族収入がある。合計額1905円44銭5厘であ
るので家族収入のある1所帯平均で10円19銭となる。金額別には1円4人，
1～5円65人，5～10円67人で，10円未満が136人，72．3％を占める。家族収
入のある所帯の家族収入は平均10円19銭である。先ほどの全所帯主の平均収
入は22円20銭5厘であったので，家族収入のある所帯の家族収入は約1．5倍
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第14表　所帯主職工の収入
10円 10～
P5
15～
Q0
20～
Q5
25～
R0
30～
R5
35～
S0
40～
S5
45～
T0
50円
ﾈ上 不詳 合計 総　数
1　人
?ｽり
ｽ　均
円銭 円銭厘
合　　　　計 　4i1．2）
55
i16．の
97
i28．2）
106
i罰．8）
4G
i11．6）
22
i6．4）
11
i3．2）
　4
i1．2）
　3
ie．or）
　1
io．器）
　1
i0．29）
344
i100①
7，6認．駒 22．20．5
諸機械製造職
H及其修繕工
　1
i0．路）
18
i15．0）
31
i25．8）
39
i32．5）
13
i10．8＞
10
i8．3）
　4
i3．3）
　2
i1．？）
　1
io．zz）
　1
i0．圏）
0 120
i100．0）
2，733．15 羽．77．6
鍛冶鋳物及其
ｼ金属ノ製造
E　　　　工
　1
i2．1）
　8
i16の
14
i圏．2）
????）
　4
i8、3）
　6
iva，5）
　2
i4．2）
0 　1
i2．1）
o 　1
i2．1）
　48
iloo．o）
1，㎝7．η 盟．45．3
大　　　　工
0 0 　2
i14．3）
　6
iag，9）
　4
iza6）
　1
i7．1）
　1
i7．1）
0 0 0 0 　14
i100』）
363．20 25．94．3
紡績職工
o 　4
ｾ．8）
　了
iss．8）
　2
i15．4）
o 0 o o o 0 o 　13
i100．0）
217．27 16．71．3
刹物樽及桶
ｻ造職工
0 G 　5
i銘．5）
　2
i15．4）
　4
i鵠．8）
　2
i正．4）
0 0 0 0 0 　13
iloo．o）
謝．80 囮．㎝．7
註　　「職工家庭調査」第23表より作成．
第15表　職工所帯の家族収入・財産収入
?
族　　収 入 財 産　　収 入
ある
椛ﾑ 総額
1所帯あ
ｽり平均
ある
椛ﾑ 総額
1所帯あ
ｽり平均
合　　　　　計 18！i54．4）
　　円1，905，44510円190
i5．539）
　35
i10．2） 128，200
3円663
i0．375）
諸機械製造職工
齧ﾚ修繕工
　68
i56．7） 733，680
10，779
i6．114）
　16
i13．3） 69，300
　4．331
i0．578）
鍛冶鋳物及其他
熨ｮノ製造職工
　28
i58．3） 216，200
　7．221
i4．504）
0 0 0
大　　　　　工 　5i35．7） 30，500
　6，100
i2．179）
　1
i7．1） L500
　1，500
i0．107）
紡　績　職　工 　9i35．7） 87，500
　9．722
i6．371）
0 0 0
馴物樽及桶製造
E　　　　　工
　5
i38．5） 70，400
14，08Q
i5．415）
0 0 0
註　　「職工家庭調査」第23表より作成．所帯の（
　1所帯あたり平均の（　）内は全所帯の平均．
）内は全所帯中の割合，
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位の収入があることになり，この家族収入は家計においては大きい。
　職種別には家族収入があるのは，機械職工所帯は68所帯（56．7％）で平均
10円77銭9厘，鍛冶鋳物職工所帯は58．3％の2所帯，平均7円22銭1厘，大
工所帯は35．7％の5所帯，平均6円10銭，紡績職工所帯は69．2％の9所帯，
平均9円72銭2厘，樽桶職工所帯は38．5％の5所帯，平均14円08銭である。
家族収入のある所帯の割合は紡績職工所帯の場合は極めて大きく，他方，大
工所帯，桶樽職工所帯は大きくない。ここにも対称的傾向がみられる。
　この家族収入は全体としては大きくないが，収入別の所帯数をみると，
15～20円10，20～30円8，30～40円5，40～45円’！，50円～2ある。この1識
種では機械職工所帯に50円以上が，樽桶職工所帯に40～50円が，機械職工所
帯，鍛冶鋳物職工所帯に35～40円が各1ある。このような家族収入はその所
帯の所帯主より大きいであろうが，それほど大きくなくとも所帯主を上回っ
ているものがある。例えば，所帯主の収入は10～15円1，15～20円1の造船
職工所帯2所帯はいずれも家族収入があるが，うちの1所帯のそれは50円以
上である。理髪業は所帯主は20円であるが30円の家族収入がある。この理髪
業であるが，所帯主とその家族8人の9人所帯で，所帯主は20～30歳半で内
縁の妻，家族有業者2人の職業は木型工及曲木工，露天及小売商である。こ
の構成からみて比較的若い理髪師である所帯主が妻とともに弟などがいて，
有業家族を擁する所帯であるといえる。
　この家族収入は全所帯の平均をとれば，5円53銭9厘となる。
　さらに財産収入についてみよう。
　財産収入のある所帯は35ある。これは全所帯の10．2％にあたる。その合計
額は128円20銭，35所帯平均3円66銭3厘である。～1円5，1～2円ll，
2～3円6で，これで62．9％を占めるが，それ以上もあり，9～10円2，10
円～も1あり，財産収入はそのある所帯では収入として重要である。全所帯
平均では37銭3厘となってしまうが，ともあれ，職工の所帯の10のうちの1
に財産収入があるのである。
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　財産収入はここにあげた職種では機械職工に16，大工に1である。前者は
その所帯数の13．3％に財産収入があることになる。その額も10円～1，9～
10円2とかなりのものがある。このほかで大きいのは6～7円の理髪業，料
理業各1である。
　所帯主収入，家族収入，財産収入からなる収入合計をみよう。
　1所帯あたりの収入は，所帯主収入22円20銭5厘，家族i収入5円53銭9
厘，財産収入37銭3厘，合計28円11銭7厘となる。構成比は79．0％，
19．7％，1．3％となる。
　職種別には，合計は桶樽職工所帯30円ogec　2厘，機械職工所帯29円46銭8
厘，大工所帯28円22銭9厘，鍛冶鋳物職工所帯26円95銭8厘，紡績職工所帯
23円44銭4厘である。そのうちの家族収入の割合は，18．0％，20．7％，
7．7％，16．7％，28．7％で，大工所帯が小さく，紡績職工所帯が大きいことが
特徴的である。旧職人系の大工所帯の所帯主収入の大きいこと，家族収入へ
の依存の小さいことと，近代工場労働者の紡績職工所帯の所帯主の収入の小
さいことと，家族収入への依存の大きいこととが対称的である。
　（2）　「職工家庭」の支出
　支出は生活費，貯金，送金，掛金からなる。
　第16表は生活費を示す。344所帯の生活費は9125円33銭，1所帯あたり26
円52銭7厘である。
　金額別では～15円4，15～20円76，20～25円112，25～30円30で222，
64．5％を占める。最大は100円～1で，ついで65～70円2，60～65円2，
55～60円3，50～55円1などが大きい。
　職種別をみると，1所帯あたり平均は機械職工所帯28円05St　6厘，鍛冶鋳
物職工所帯25円34銭6厘，大工所帯28円24銭3厘，紡績職工所帯20円，樽桶
職工所帯27円71銭9厘である。それ以外の職種では20～30円を最多としてい
るのに対して紡績職工所帯は15～20円が10，76．9％を占めている。機械職工
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第16表　職工所帯の生活費
15円 15～
Q0
20～
Q5
25～
R0
30～
R5
35～
S0
40～
T0
50～
U0
60～
V0
loo円
ﾈ上 不詳 合計 総　額
1　戸
?ｽり
ｽ　均
? ?
合　　　　計
4 76 112 6730 28 17 4 4 1 1 344
i100．0）
9，125．3326，527
諸機械製造職 1 22 37 24 8 17 6 2 2 1 0 1203，蹴．74 28，056
工及其修繕工 （100．0）
鍛冶鋳物及其
ｼ金属ノ製造
E　　　　工
0 12 14 7 8 3 3 0 0 0 1 　48
iloo①
1，216．6125，346
0 0 6 4 2 2 0 0 0 0 0 14 謝．40 28，243大　　　　工 （100，0）
紡績職工
0 10 2 0 1 0 0 0 ? 0 0 　13
i100．0）
蹴2520，327
囲物樽及桶 0 3 4 2 3 0 0 0 1 0 0 13 360．3527，719
製造職　工 （100．0）
註　　「職工家庭調査」第23表より作成．
所帯には50円以上が計5あり，樽桶職工所帯にも1ある。
　先ほどの所帯主収入は1世帯あたり22円20銭5厘であったが，この所帯支
出は所帯主収入のみでは賄えない。
　貯金は78所帯にある（第17表）。全所帯の22．7％で，4世帯に1所帯に貯金
があることになる。貯金のある所帯1所帯あたり平均は2円67銭5厘であ
る。職種別には機械職工所帯は28（23．3％）・2円21銭6厘，鍛冶鋳物職工
所帯は15（31。3％）・平均2円81銭3厘，大工所帯1（7．1％）・平均2円，
紡績職工所帯6（46．2％）・平均5円16銭7厘，樽桶職工所帯2
（15．4％）・平均5円である。機械職工所帯，鍛冶鋳物職工所帯は全体的傾
向に類似であるが，大工所帯，樽桶職工所帯は貯金者は少なく，かつ大工所
帯はその額も小さいのに対して，紡績職工所帯は貯金者が多く，かつその額
も大きい。かなり対称的である。
　貯金額別では～1円24，1～2円17，2～3円11，3～4円1，4～5円
12，5～10円6，10円～1である。4円以上の貯金は，鍛冶鋳物職工所帯に
5，紡績職工所帯に2，機械職工所帯に1ある。その他では器具及指物職，
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第17表　職工所帯の貯金・送金・講掛
貯 金 送
? ? ?
ある
椛ﾑ
　　　1所帯
濠z　あたり
@　　平　均
ある
椛ﾑ
　　　1所帯
濠z　あたり
@　　平　均
ある
椛ﾑ 総額
1所帯
?ｽり
ｽ　均
円　　　　円 円　　　　円
? ?
合　　　　　計
78
inn）
208．64　2．675
@　　（0．607）
26
i7．6）
96．25　3．702
@　（0．280）
97
igg．2）
237．152，445
i0．689）
諸機械製造職工 28 62．04　2．2168 32．75　4．09441 80．801，971
及其修繕工 （va．3） （0．517） （6．7） （0．273） （胆．2＞ （0．673）
鍛冶鋳物及其他 15 42．20　2．8133 24．00　8．0009 20．202244
金属ノ製造職工 （31．3） （0．879） （7．ユ） （0．500） （21．4） （0．421）
大　　　　　工 　1i7．1）
2．00　2．00
@　（0ユ43）
0 0　　0
????
19．50 6，500
i1．393）
紡　績　職　工 　6ica．2）
31．00　5，167
@　（2．385）
0 0　　0
????）
6．003，000
i0．462）
創物樽及桶製造 2 10．00　5．0002 6．00　3．00 8 15．50 1，938
職　　　　　工 （15．4） （0．769） （15．4） （0．461） （61。5） （1．192）
註　　「職工家庭調査」第23表より作成．所帯の（　）内は，全所帯中の割合，1所帯
　あたり平均の（　）内は全所帯の平均．
玩具職工，造船職工4，硫棉工，荷造工などの所帯に4円以上という貯金の
ある所帯がある。
　全所帯あたりの平均貯金額は60銭7厘となる。
　送金のある所帯もある。その数は26，7．6％の所帯が送金をしている。その
金額は96円25銭，送金ある所帯平均は3円70銭である。機械職工所帯に8，
鍛冶鋳物職工：所帯に3の送金のある所帯があるが，その割合は大きくない。
しかし送金のある所帯の平均額はかなり大きい。大工所帯，紡績職工所帯に
は送金のあるものはない。
　なかには10円以上送金1，5～10円2，4～5円5ある。機械職工所帯に
2，鍛冶鋳物職工所帯，樽桶職工所帯に各1ある。このほかには車製造，理
髪業，器具及指物の所帯にある。
　全所帯1平均28銭となる。
　講掛があるのは97所帯，全体の28．2％である。その額は237円15銭で，1二
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帯あたり2円44銭5厘である。職種別では機械職工所帯は41（28．4％）・平
均1円97銭1厘，鍛冶鋳物職所帯工は9（21．4％）・平均2円24銭4厘，大
工所帯は3（21．4％）・平均6円50，紡績職工所帯は2（15．7％）・平均3
円，二丁職工所帯は8（61．5％）・平均1円93銭8厘である。講掛のある所
帯は機械職工所帯は平均程度，鍛冶鋳物職工所帯，大工所帯はかなり下回
る。樽桶職工所帯が大きく上回り，紡績職工所帯は大きく下回り，この両者
は対称的である。貯金における両者と逆対称である。
　金額別では～1円30，1～2円が14，2～3円が20で，この3円未満で
66％を占める。しかし他方には10円～が2，8～9円が1，7～8円が2，
など額の大きい世帯もある。大工所帯，機械製造所帯にそれがみられる。
　この講i掛の全所帯の1所帯あたり平均は68銭1厘となる。
　以上から，1所帯あたりの支出は，生活費26円52ee　7厘，貯金60銭8厘，
送金28銭，講掛68銭1厘，合計28円10銭3厘となる。支出合計100％として，
それぞれ93．4％，2．2％，！．0％，2．5％となる。
　職種別の支出合計は，機械職工所帯は29円51銭9厘，鍛冶鋳物職工所帯は
27円14銭6厘，大工所帯は29円77銭9厘，紡績職工所帯は23円17銭3厘，樽
桶職工所帯は30円14en　2厘である。この職種別にみた支出の特徴をみると，
支出全体，そして生活費において紡績職工所帯のそれが小さいこと，大工所
帯の生活費が最大であること，支出のうち生活費は紡績職工所帯を除き92％
から95％であるのに対して紡績職工所帯は87．7％，この紡績職工所帯は貯金
が10．3％になること，大工所帯は貯金が少ないこと，大工所帯，二丁職工所
帯には講掛が支出の4～4．6％を占めていること，を指摘できる。
　（3）　「職工家庭」の家計収支
　第18表は生計＝家計収支の総括表である。生計費の特徴をみよう。
　所帯主収入22円20銭5厘，家族収入5円53銭9厘，財産収入37銭3厘，合
計28円11銭7厘となり，支出は，生活費26円52銭7厘，貯金60銭8厘，送金
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第18表　1職工所帯あたりの収入・支出 （単位　円）
収 入
? ?
所帯主? 家族
茁
財産? 合計 生活 貯金 送金 講掛 合計 収　支
合　　　　　計
22，205
i79．0）
5，539
i19．7）
0，373
i1，3）
28，117
i100．0）
26，527
i93．4）
0．6㎝
i2．2）
0，280
i1．0＞
0，689
i2．5）
28，103
i100．0＞
0，014
諸機械製造職工 22，776 6，1140，578 29．鶉8 28，056 0，51702730，673 29，519 一〇．051
及其修繕工 （77．3） （20．7） （2．0） （100．0） （95．0） （1．8） （0．92） （2．3） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 22，453 4，504
〔｝
26，958 25．謎60，879 0，500 0，42127，ユ46 一〇．188
金属ノ製造職工 （gg．3） （16．7） （ユ00．0＞ （93．4） （3．2＞ （1．8） （1．6） （100．0）
大　　　　　工
25．鈎3
i91．9）
2，179
i7．7＞
0，107
i0．49）
28，229
i1GG．0）
28．腿3
ist．8）
0，147
i0．48）
o 1，393
i4．6）
四．779
i100．0＞
一1．550
紡　績　職　工
16，713
i713）
6，731
i％．7）
0 23．岨4
iユ00．0）
2G，327
i87．7）
2，385
i10．3＞
G 0，462
i2．0）
23，173
i100．0）
1，729
劃物樽及桶製造 24，677 5，4150 30，092 27，719o，769 G，461 1，192 30，142 0，050
職　　　　　工 （82．0） （18．0＞ （1GO．0） （92．0） （2．6＞ （0．5） （4．の （ユ00．0＞
註　　「職工家庭調査」第23表より作成．
28銭，講掛68銭1厘，合計28円10銭3厘となる。差引余剰1銭4厘である。
　職種別には樽桶職工所帯が収入・支出とも最大で，機械職工所帯，大工所
帯がそれにつぐ。他方，紡績職工所帯は収入・支出とも最：も小さい。樽桶職
工所帯，大工所帯の所帯主収入は大きく，これが所帯収入を支えているが，
紡績職工所帯は所帯主収入は最小で，家庭（妻）の収入が大きく，これに
よって補われている。樽桶職工所帯，大工所帯は生活費が大きいが，紡績職
工所帯はそれは小さく，貯金が多い。
　このような収入の大小，ことに所帯主のそれの大小は，日給の水準，就労
日数，そして就業年数が大きく作用し，支出の大小は，家族数，家族構成に
よるであろう。新興の紡績職工所帯は，所帯主の年齢は若く，就業年数も小
さく，就学児童もいない小人数家族であり，妻も働いているという所帯で，
旧来の職人的な肥桶職工所帯，大工所帯との相違が示されているといえよ
う。
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5　職工の教育歴と嗜好・趣味娯楽
　（1）職工の教育歴
　第19表は所帯主職工の教育歴を示す。職工所帯主の学歴については，教育
なき者と教育ある者と不祥に区分し，教育ある者をさらに独学せし者と教育
ある者に区分している。再区分の教育ある老は尋常・高等・実業学校・中学
校・其他である。独学せし者が教育ある者となっているので，教育なき者と
は無就学で無学の者であろう。これを仮りに文盲とするならば文盲率6．1％
ということになる。学校歴のあるものは其他を含め303人，全体の88．1％と
なる。
　所帯主職工の学校歴は尋常小学校退学42人・卒業95人・計140人
（40．8％），高等小学校退学42人・卒業81人・計123人（35．8％），実業学校退
学3人・卒業1人・計4人（1．2％），中学校退学18人・卒業3人・計2！人
（6．1％）である。小学校就学以上は285人，82．8％で，1911（明治43）年の
　第19表　所帯主職工の教育歴・教育
教
? ?
る　　　　者
教な 尋　　　常 高　等 実業学校 中学校 不 合
　き
邇ﾒ
独学せし未卒業卒業
ﾒ
???????? ???????? ???????? ??
計 詳
?
合　　　　計
21
i6．1）
14　　42　　95
i4．06）　（12．2）　（勿．6）
42　81
i12．2）（器．5）
　3　　1
i0．87）（0．29）
18　　3
i5．2）（0．留）
18
i5．2）
317
i羽2）
　6
i1．7）
344
i1DO．0）
諸機械製造職工 4 5　　17　　2819　29 0　　1 8　　0 5 112 4 120
及其修繕工 （33） （42）　（14．2）　（閤．3） （15．8）（胆．2） （0．83） （6．7） （4．2） （93．3） （3．3） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 6 1　　3　　14 6　10 0　　0 2　　05 41 1 42
金属ノ製造職工 （143）（2．4）（7ユ）（詔．3） （14．3）（脇．8） （4．8） （1L9） （97．6） （2．4） （100．0）
大　　　　工 　2i143）　1　　3　　4i7．1）（2L4）（認．6）　1　　2i7．1）（14．3） 0　　0 0　　0　1i7．1）
12
ias．7）
0 14
i100．0）
紡　績　職　工
0 0　　0　　8
@　　　（61．5）
　1　　1
i7．7）（7．7）
0　　0 　3　　0
i盤．1）
0 13
i100．O
0 13
P00．O）
剖物玉野桶製造 0 0，　1　　6 4　　2 0　　0 0　　0 0 13 0 13
職　　　　工 （・7．7）（妬2） （罰．8）（15．4） （100．0 （100．0）
註　　「職工家庭調査」第5表より作成．
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学齢児童の就学率が98．2％であるのと比較すると小さいが，その年齢を勘案
　　　　　　　　　　　　　　　く　　すると低率であるとは思われない。小学校卒業以上は243人で，全体の
70．6％，また，高等小学校以上は148人，43．0％，さらに実業学校・中学校経：
験者は7．3％にあたる。
　これを職種別こ特徴をみよう。機械職工は無就学は9人（7．5％）と小さ
く，高等小学校退学・卒業が38人（40．0％），実業学校卒業・中学校中退が9
人（7．5％）と高等小学校以上が大きい。鍛冶鋳物職工は高等小学校以上は
18人（42．9％）で全体に近い数であるが，無就学が7人（16．7％），その内の
無学の者6人（14．3％）が大きい。大工はこの無就学2人（14．3％），そのう
ちの無学1人（7．1），尋常小学校退学・卒業が7人（50％）が大きく，高等
小学校以上は少ない。これに対して樽桶職工には無就学・無学はなく，すべ
てが小学校に就学し，尋常卒業ないし高等退学が多数である。紡績職工はす
べてが尋常卒業以上で，なかには中学校退学が3人（23．1％）いる。大工と
紡績職工は対称的である。
　この所帯主の妻女の教育歴は，教育なき者97人，独学せし者5人，尋常小
学校退学70人・卒業72人・計142人，高等小学校退学18人・卒業29人，実業
学校卒業1人，女学校退学2人，其他8人，不祥10人となっている。所帯主
である男子と比較して教育なき者のウェイトが大きい。
　妻女の家持の良否は，良94人，普通157人，不良43人，不祥18人，計312人
である。これを教育歴別にみると，教育なき者は良21人，普通52人，不良19
人，不祥5人，計97人，教育ある者は良72人，普通100人，不良22人，不祥
11人，計205人である。良は教育な：き者は21．6％，教育ある者は35．1％，不良
は教育なき者は19．6％，教育ある者は10．7％で，教育の有無による家持の良
否はかなり明白である。
　子女の就学状況をみておこう。
　第4表にみたようにこの344所帯には370人の子女がいる。うち，原資料第
8表によると，学齢未満は212人，学齢は158人である。学齢子女のうち，就
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学は107人，未就学は30人，不詳21人，である。就学率は不詳をも含めた学齢
子女の67．7％，未就学率は同じく19．0％，不詳を除くと78．1％と2！．9％とな
る。
　職業別にはこの学齢子女とその就学，未就学，不詳は，機械職工所帯は73
人，51人，9人，13人，鍛冶鋳物職工所帯は21人，7人，10人，4人，大工
所帯は8人，6人，2人，0，樽桶職工所帯は5人，3人，2人，0，紡績
職工所帯は0である。就学率，未就学率は，機械職工は69．9％と12．3％，不
詳を除いて85．0％と15．0％，鍛冶鋳物職工は33．3％と47．6％，不詳を除くと
41．2％と58．8％，大工は75．5％と25．5％，一等は60％と40．0％，鍛冶鋳物職
工が低く，樽桶職工も低い。
（2）職工の嗜好，趣味娯楽
職工の飲酒・喫煙の嗜好の有無・程度，娯楽，読書についてみよう。
第20表は所帯主職工の飲酒・喫煙を示す。
第20表　所帯主職工の飲酒・喫煙
?
酒 喫　　　　煙 A　嗜　好　あ　る　者
ｽ量　中等　少量　不詳　計
@　量
嗜好
ﾈきﾒ
??嗜好嗜好　　　　　不詳　　なきある者　　者 ??
合　　　　計 　7　130　　38　　2　177i　2．0）　　（37．8＞　　　　（11．0）　　　　（0．認）　　　　（51．5）
139
i40．4）
38
i8．5）
235　　66　　43
i銘，3）（19．2）（12．5＞
344
i100．0＞
諸機械製造職 0　41　　16　　0　　5755 8 75　　32　　13120
工及其修繕工 （罰．2）（13．3）　　　（47．5）（45．8） （6．7） （62．5）　（26．7）　（10．8）（100．0）
鍛冶鋳物及其
ｼ金属ノ製造E　　　　工
　3　23　　　6　　　0　　32
i　6．2）　　（47▼9＞　　　　（12．5）　　　　　　　　　　　　　（66．7）
　10
i20．8）
　6
i12．5）
　26　　8　　14
i騒．2）（16．7）（四．2）
　48
i100．0）
大　　　　工 0　11　　0　　0　　11@（78．6）　　　　　　（78．6）　3i21．4）
0 　14　　0　　0
i100．0＞
　14
i100．0＞
紡績職工 0　　4　　0　　0　　4@（30。8）　　　　　　（罰，8）　8i61．5） 　1i7．7） 　13　　0　　0i100．0） 　13i100．0）
野物樽　及 1　　2　　0　　0　　38 2 9　　1　　3 13
桶製造職工 （　7．7＞　　（15．4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23」） （61．5） （ユ5．4） （69．2）（7．7）（23，1）（IGO．0）
註　「職工家庭調査」第13表より作成．
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　職工所帯主344の飲酒については，嗜好ある者177人（51．5％），嗜好なき者
139人（40．4％），不祥28人（8．1％）である。飲酒の嗜好のない者は意外に多
いというえようか。嗜好ある者の内，1日日本酒5合以上7人，1合以上5
合以内130人，1合以内38人である。
　喫煙は嗜好ある者235人（68．3％），嗜好なき者66人（19．2％），不祥43人
（12．5％）で，喫煙率は飲酒率より高い。
　職種別には，大工は飲酒，喫煙のいずれにおいても嗜好ある者の割合がか
なり大きい。紡績職工は飲酒において嗜好なき者が多いが，喫煙はすべてが
嗜好ありである。大工と同様の旧職人の樽桶職工も飲酒は少ない。
　第21表は所帯主職工の娯楽を示す。
　娯楽は娯楽ある者と娯楽なき者では前者は305人，後者は39人である。娯
楽のある者の娯楽は，芝居55人（16．0％）が最多で，以下，浪花節31人
（9．0％），活動写真29人（8．4％），音曲遊戯29人（8．4％），角力25人
（7．3％），落語講談などの寄席22人（6．4％），囲碁将棋・読物及書簡各18人
（各5．2％），盆：栽植木・遊i戯言7人（各2．0％），其他34人，不祥17人となっ
ている。芝居，浪花節という伝来のものに加えて活動写真が上位にある。
　職種別には，機械職工は芝居，落語講談などの寄席，活動写真，囲碁将棋
が多く，鍛冶鋳物職工は浪花節，大工は芝居，そして樽桶職工は音曲遊戯が
きわめて大きい。紡績職工は浪花節，芝居，活動写真，角力が複数である
が，浪花節，活動写真の割合は他職種と比べると大きい。
　第22表は所帯主職工の読書を示す。
　読書は，読書する者は297人（86．4％）で，読書せざる者は47人（13．7％）
である。主なる読物は，新聞雑誌238人（69．2％），小説30人（8．7％），科学
に係るもの15人（4．4％），其他1人，不祥13人である。
　職種別では大工を除いて他の4業は読書する者は90％を越え，新聞雑誌を
読む者も70％程度以上であるが，大工はそれぞれ57．1％，28．6％にとどまっ
ている。
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第21表　所帯主職工の娯楽
娯 楽　　　　　あ
?
者 娯楽 合
芝居難 澆花離
?
鷺瀦・魚繧 遊技 角力 其他不詳　計 なきﾒ 計
合　　　　計 55　29i16．0）（＆の31　29i9．0）（8．4＞
22
i6．4）
18　18　13　　7
i5．2）（5．2）（3，8）（2，0）
　7
i2．0）
25
i7．3）
34　17　305
i9．9）（4、9）（肥．7）
39
i1L3）
344
i100．0）
諸機械製造職 20　11 5　　9 12 11　　6　　5　　21 9． 11　　4　10614 120
工及其修繕工 （16．7）（9．2）（4．2）（7．5）（10．0） （9．2）（5．0）（4．2）（1．7）（0．器） （7．5） （9．2）（3．3）（銘．3） （11．7） （100．0）
鍛冶鋳物及其
ｼ金属ノ製造
E　　　　工
　5　　2
i10」）（4．2）
　8　　4
i16．7）（8．3）
　3
i63）
　4　　1　　2　　1
i83＞（2．1）（4．2）（2．1）
　1
i2．1）
　3
i6．3）
　4　　6　44
i8．3）（毘．5）（91．7）
　4
i8．3）
　48
i100．0）
大　　　　工 　4　　1iza6）（7．1）　2　　1i14．3）（7．1）
0 0　　0　　2　　0
@　　　（143）
0 　1
i7．1）
1　　2　14
i7．1）（14．3）（100．0）
0 　14
i100．0）
紡績職工 　2　　2i15．4）（15．の　3　　0i23．1） 0 　1　　1　　1　　1i7の　（7．7）（7．7＞（7．7）
??　2
i15．4）
0　　0　13
@　　（100①
0 　13
i100．0）
剖物樽及桶製 1　　0 1　　7 1 0　　0　　0　　1 1 0 1　　0　13 0 13
造　職　工 （7．7） （7．D（53．8）（7．7） （7．7） （7．7） （7．7）　　（100．0＞ （100．0）
註　　「職工家庭調査」第13表より作成．
第22表　世帯主職工の読書
読書する者の主たる読物 読　書 合
新聞 科学に 　噺ｹざる　　　小説雑誌 係　る　其他
焉@の
不詳
?
者 計
算　　　　　計 238　　30i69．2）（8．7）
　15　　　　1
i4．4）　（0．29）
　13
i3．8）
297
i86．3）
　47
i13．7）
344
i100．0）
’
諸機械製造職工 96　　　6 6　　　　0 1． 109 11 120
及其修繕工 （80．8）（5．0）（5．0） （0．8） （90．8） （9．2） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 33　　　6 0　　　　0 5 44 4 48
金属ノ製造職工 （68。8）（12．5） （10．4） （91．7） （8．3） （100．0）
大　　　　　工 　4　　　2i28．6）（14。3）
0　　　　0 　2
i143）
　8
i57．1）
　6
i42．8）
　14
i100．0）
紡績　職　工 　10　　　2i76．9）（15．4）0　　　0
0 　12
i92．3）
　1
i7．7）
　13
i100．0）
闇物樽及桶製造 9　　　2 0　　　　0 1 12 1 13
職　　　　　工 （69．2）（15．4） （7．7） （92．3） （7．7） （100．0）
註　「職工家庭調査」第13表より作成．
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6　「職工家庭」の特質
　以上において，その数の多い機械職工，鍛冶鋳物職工，大工，紡績職工，
樽桶職工とその所帯をとりあげて職種による相違を比較しつつ，「職工家庭」
の状況を検討してきた。全体の34．9％を占める機械職工家庭の全体的状況に
大きく類似するが，旧来からの職人的職種の大工，樽桶職工と新興の紡績職
工の対称的状況が随所にみられた。
　このような多様な内容からなるが，以上の検討を通じて得られるこの「職
工家庭」の平均的なイメージはつぎのようにる。
　1所帯の家族は世帯主とその家族2．5人の3．5人家族である。妻と1人の子
女，そして2所帯に1所帯かそれ以外の家族である。世帯主は30歳代，ある
いは40歳代で，総じて健康，尋常小学校は終えている。こどもはまだ大きく
ない。学齢児は小学校に通わせている。この家族で平屋建の長屋に2間で9
畳くらいの1戸分を借家して生活の場としている。
　仕事場に通い，1日12時間程度，月28日働く。休日は月2日である。他の
仕事に副業的にする肉体的・時間的余裕はない。今の仕事についたのは，総
じて積極的な理由によるのではなく，生活のためである。いまの仕事につい
たのは4・5年前である。
　妻などの家族が働くものが半分以上いる。女性であることから繊維関係の
工場，内職が多い。
　世帯主の収入は月22円20銭5厘，家族収入5円53銭9厘である。生活費は
26円52銭7厘である。生活は家族収入があることによって成り立っている。
若干の貯金または講掛をしている。なんとか収支あい償っている。
　新聞雑誌を読むが，これは講読しているということではないであろう。総
じて酒はあまり飲まないが，煙草は愛好されている。娯楽といえば，芝居，
浪花節などの庶民演芸を観たり，聴いたりであるが，活動写真という新しい
ものも始まっている。ときおりのこれらによって日頃の欝積を解消し，気分
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を新たにしたであろう。
　課題は，このような平均的なイメージが描ける「職工家庭」の状況を，他
と比較してその特性を明確にすることである。
　このことについて，とりあえず二つの点を記す。
　まずは，この「職工家庭調査」と同年の「細民調査」との比較である。東
京市の細民地区の調査である「細民調査」統計から描かれる「細民家庭」
は，つぎのようである。所帯主が男，有配偶，年齢は30～40歳，及び40～50
歳，所帯主，妻と1～2人の家族を構成標準とし，すなわち1所帯3～4人
目家族構成で，平屋建二普通長屋の4畳半1間に居住する。すべて健康で特定
の病気はない。所帯主は月平均24～26日勤勉に働き，月平均収入額は通常
14～15円，妻が1円70銭から2円50銭，所帯あたり15円70銭から17円50銭の
　　　　　　　　くの生活で生活していた。
　これは細民地区の居住者についてのもので，力役者層などのほかに工業従
事者も含まれている。以上の要約は工業従事者を41．2％も含む居住者につい
てのものであるが，それと比較してここで検討した「職工家庭調査」による
「職工家庭」は所帯の収入はかなり多く，住居条件は室数・畳数においてそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのの2丁目あり，生活状況はそれよりかなりよいといえる。
　つぎに，これを俸給生活者と比較することである。
　この年の日本国官吏19万4760人のうちの6万0772人，31．2％を占める判任
官の年俸は435円26銭3厘，月収は36円27銭2厘，そのうちの11級俸は月21
円72銭である。さらに，官吏のうちの11万33815人，58．4％を占める雇傭は月
16円99銭である。また，市吏1万1962人用35％を占める書記4208人の月俸は
26円51銭9厘，同じく5708人，47．7％を占める雇傭及其他は月俸25円62銭3
　　　くの厘である。ここでみた「職工家庭」の世帯主職工の月収は22円20銭5厘で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのあったが，これで生活は楽であるとは決していえないにしても，これは庶民
の月収としては決して低いというものではないであろう。その住居の2室9
畳はその後も庶民の住居としては一般的であったといえよう。なかには財産
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収入がある者，貯金をしている者もあった。細民地区の住民，そこの職工と
は異なった生活状況にあったといえよう。
註
（1）この「職工家庭調査」の原表の階層区分は多くは，～10，10～20，20～30というもの
　であるが，～10は10未満，10～は10以上と解釈する。
（2）　r学制百年史資料編』の第1表学齢児童数および就学児童数より算出。なおその
　20年前の1891年の男子学齢児童の就学率は66．7％となる。
（3）津田真渤r日本の都市下層社会』1972年ミネルヴァ書房114～116ページ。
（4）この点については，中川清氏の指摘がある（中川清r日本の都市下層』1985年勤草書
　房67ページ。）
（5）　『第31回帝国統計年鑑』より算出。
（6）1909（明治42）年の「農業小作人・工業労働者生計状態に関する調査書」は，労働者
　の生計について，「家族五人の家計費として月々二十円にては非常に困難にして，此場
　合酒も煙草も飲めざるは勿論単に生きて居ると云ふに過ぎず」と記している（『統計集
　誌』第338号1909年4，月200ページ，r統計集誌』復刻版29巻所収）。
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